





























1927)などか ら出発 した 「変態」見世物観が,
せいぜい現代に連なる一世代か二世代の体験














を発掘 ・尊重する姿勢を堅持 しっつ,江 戸後
『デザイン理論』39/2000
期の代表的な見世物であった細工をはじめ,


































れる勇将 ・関羽と侍者 ・周蒼をはじめ,赤鬼 ・















































































ヒクイ ドリ,ラクダ,ヒ ョウ,ト ラといった




巡演 したという。 ラクダのご利益は盛 りだく
さんだ。氏は丹念に資料を渉猟されて,眼福 ・
ご利益としての虫避 け・疱瘡除け ・雷除け ・
夫婦和合か ら招福財宝のラクダ七福神 とでも























れる所作事というのは 「曲差 し」 「足曲持」





さらに 「曲差 し」「足曲持」等 々は身体芸の
極致であるが,それ らは 「石橋」「富士の巻
狩」「菅原伝説」などの伝承物語世界の文脈









































































た。氏 も見世物における 「大坂 くだり」の重
要性から,しばしば,江戸に留まっていられ
ないことを吐露 しておられるが,巡 回興行を
基本的な公演スタイルとする見世物では,地
方性の切 り口によって浮かび上がる側面は限
定 されてくるのではなかろうか。 その意味で
は江戸の興行主や金主,興 行の場を提供 した
寺社側の事情や,見物人を中心に読みすすめ
るべきであったと反省 している。そして本書
はそのような期待に十分応えて くれるもので
ある。むしろここでは,氏 の広範に及ぶ見世
物研究の視野 と鋭い洞察力に圧倒され,非 力
な筆者にはその一部 しか紹介できなかったこ
とを申し添えておきたい。
